
2020年 一般社団法人神奈川県歯科技工士会 基本研修会

日時:2020年2月11日

場所:一 般社 団法人神奈川県歯科技工士会事務所大会議室

日寺間:13:30～16:30迄

講師:東 京都技工士会

日技認定講師 沖本 祐真((株)松 風東京支社IDT事 業室課長)

演題

①補綴製作に必要な色彩理論 と生理的特性

②CAD/CAMの 展望 と各種マテ リアルの特性

③ 新規ポーセ レンステイ ン及びCAD/CAM用 加工パスの開発設計の秘話

①従来、単に 「錯視」 といえば、 「形の錯視、幾何学的錯視」のことを指 し、真 っ直 ぐの

線が傾いた り、同 じ大きさのモノが小 さく(大き く)見えた りといった錯視は、古 くか ら人

々を魅了 してきた。その錯視の研 究は約150年 とい う長い歴史があ り、またここ10数 年ほ

ど、　PCの 普及に伴い次 々と新 しい錯視 図形 が発表 され錯視研究 は盛 り上が りをみせ ている

o

審美修復補綴物製作 に必要 となる色彩理論を、セラミックス製作に必要不可欠 なステイ ン

材料 を例 とし、相対屈折率、蛍光性、錯視現象の様々な視覚特性や生理的現象 を紹介 しな

が ら、歯科技 工への応用 と提案をしたい。

② 弊社では、2013年7Aか ら3Shape社 のラボ用スキャナーの取 り扱いを開始する と共に

それに付随す る多種のCAD/CAM関 連マテ リアルを発売 してお ります。今回は各種マテ

リアル の特徴 を、製作ステ ップを踏まえて ご紹介 し、技工作業に必要 となる各種マテ リア

ル同士の接着 メカニズム と方法、最近需要が増 えつつある、インプラン ト、デ ンチャーの

GUMカ ラー リングと、そのために必要なフレーム構造 とデザイン、　CAD/CAMマ テ リア

ルも合 わせて紹介 させていただきます。

また、海外業務 にて参加 したIDS2019展 示会、学会での情報、各社の新製品及び世界の潮

流をご報告 させて頂 きたい と考えてお ります。

③新製品開発 にお ける設計プランは未来を想定 し新規投入 されるマテ リアル開発、それに

伴 う補綴装置の設計デザイ ンの変化な ど様々な要素 を加味 し時代の潮流にマ ッチングしな

い と評価 されません。今回は最近発売致 しま したポーセ レンステイン、　CAD/CAM用 加工

パスを例に挙げて どの様 な発想で提案 し発売への過程 となるか?失 敗例 も紹介 しなが らこ

れ らの特性を紹介 させていただきます。


